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１　木や花をたいせつにし
美しいまちをつくろう

２　ともに学びあい
心やからだをきたえよう

３　明るい家庭をつくり
若い力を育てよう

４　よく働き
豊かなくらしをともにしよう

５　協力し助けあい
住みよいまちにしよう

青梅市民憲章

〈毎月１日・１５日発行〉
青梅市役所秘書広報課
〒 198-8701
青梅市東青梅 1－11－1
☎ 0428－22－1111
　　 0428－22－3508

発
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日時　平成３０年１月１４日（日）　午後１
時～４時
会場　市役所２階会議室
対象　市内在住・在学の小学生
講師　明星大学教授　塩野麻理氏
定員　先着１５人（予約制）
費用無料
服装・持ち物　汚れてもよい服装、タオル、
筆記用具

申し込み　電話または電子メール　 div7050
　@city.ome.tokyo.jpで児童の氏

ふりがな

名、住所、電
話番号、学校・学年を社会教育課へ
※メールでお申し込みの方には、おおむね
１週間以内（１２月２９日～１月３日を
除く）に参加の可否を返信します。返信
がない場合は、電話で社会教育課へお問
い合わせください。
問い合わせ　社会教育課
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平成３０年１月４日から
子育て世代包括支援センターを開設します
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楽しく文化体験

木っ端 de アート！

　市では、平成３０年１月４日から「子育て世代包括支援センター」を開設し、妊娠・出産・育児に不安を抱える妊産婦に寄り添い、出産や子育
てに関する相談にワンストップで対応します。また、子ども家庭支援センターや子育て支援センターと連携し、切れ目のない支援を行います。

◆子育て世代包括支援センター

　保健師や助産師等の資格を持つ「母子保健コーディネーター」が常駐し、
安心して妊娠・出産・子育てができるようサポートします。
　母子保健コーディネーターは、母子健康手帳の交付時に、体調や心配ご
となどをお聞きし、妊婦１人ひとりの状況に合わせた情報の提供を行うと
ともに、支援プランや子育てスケジュールを一緒に作成します。また、出
産や子育てに関する不安や悩みを解決するために一緒に考え、子どもの成
長に合わせた情報の提供やアドバイスを行います。

名称・電話番号・所在地 受付時間

子育て世代包括支援センター
☎２１－０７７０
健康センター内（東青梅１－１７４－１）

午前８時３０分～午後５時

※土・日曜日、祝日、１２月

２９日～１月３日を除く子ども家庭支援センター

☎２４－２１２６

子ども家庭支援課内（市役所３階）

子育て支援センター「はぐはぐ」

☎３１－１３１８

新町２－２１－９

午前９時～午後５時

※第２月曜日、１２月２９日

～１月３日を除く

◆子ども家庭支援センター・子育て支援センター

　子ども家庭支援センターでは、０歳～１８歳未満の子どもとその保護者
を対象に、子育てに関する不安や悩みについて相談に応じるとともに、子
育て支援に関する情報の提供、子育てグループの育成・支援を行うほか、
児童虐待の防止にも取り組んでいます。
　子育て支援センター「はぐはぐ」では、子育て支援に関する情報の提供
を行うとともに、相談等に応じています。

　この形、何に見えるかな？昆虫や動物、空想の生きもの、風景の一部？
　木の端材をパズルのように組み合わせて自由に表現してみよう！
　想像力を働かせて世界にひとつだけのアート作品をつくろう！
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こんなときにご相談ください

▽妊娠したかも？でも身近に相談できる人がいない…。

▽出産準備、何を準備したらいいの…？

▽赤ちゃんとの生活、どうなるの…？

▽子どものイヤイヤ期、イライラしちゃう…。

▽夜泣きがひどくて寝不足でつらい…。

▽子育てのことを聞ける人がいない…。

子育て世代包括支援センター
妊娠期～子育て期の切れ目のない支援のイメージ
妊娠期 出産期 子育て期

☆健康センター（総合窓口）

▽母のこころとからだの相談

▽子育て支援サービスの情報提供

▽母子健康手帳交付

▽妊婦面接

▽育児パッケージ贈呈

▽支援プラン作成

▽妊娠中の相談

▽育児相談

▽母乳相談

▽新生児訪問

▽未熟児訪問

▽ブックスタート事業

▽乳幼児健康診査

▽予防接種

▽栄養相談

▽歯科相談

▽妊婦栄養相談

▽妊婦歯科相談

▽プレママクラス等

各種教室

☆子ども家庭支援センター（相談窓口）

▽子育て家庭在宅サービス等の提供・調整

　（乳幼児ショートステイ、一時預かり事業）

▽子育てグループ等の育成・支援

▽養育支援訪問事業　 ▽児童虐待の防止

▽養育家庭制度の普及　 ▽こんにちはあかちゃん事業

☆子育て支援センター「はぐはぐ」

▽遊び場の提供

▽子育てに関する情報提供・相談


